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(57)【要約】
【課題】大流量のインク供給が要求される場合のリフィ
ル不足を生じ、サブタンク内の負圧を適正範囲に維持で
きず、気泡排出性が十分でない。
【解決手段】記録ヘッド１０に供給するインクを貯留す
るサブタンク３０と、サブタンク３０に液体を供給する
メインタンク４０と、メインタンク４０からサブタンク
３０に液体を給送する加圧ポンプ７８と、を備え、サブ
タンク３０にはこのインク室１０１内の負圧が所定の値
以上のときに開き、インク室１０１内へのインクの供給
を可能とする負圧開放弁１０５が設けられ、負圧開放弁
１０５をサブタンク３０内の負圧と無関係に開かせる供
給弁駆動部材１１２を有し、供給弁駆動手段１１２は加
圧ポンプ７８による加圧動作で駆動制御される。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液滴を吐出する記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドに供給するインクを貯留するサブタンクと、
　前記サブタンクに液体を供給するメインタンクと、
　前記メインタンクから前記サブタンクに前記液体を給送する液体給送手段と、を備え、
　前記サブタンクにはこのサブタンク内の負圧が所定の値以上のときに開き、前記サブタ
ンク内への液体の供給を可能とする供給弁が設けられ、
　前記供給弁を前記サブタンク内の負圧と無関係に開かせる供給弁駆動手段を有し、
　前記供給弁駆動手段は前記液体給送手段で駆動制御される
ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像形成装置において、前記供給弁駆動手段は前記液体給送手段の給
送圧力が所定の値よりも大きいとき駆動されて前記供給弁を開かせることを特徴とする画
像形成装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の画像形成装置において、前記液体給送手段は、空気圧によって
前記メインタンク内の液体を加圧して前記液体を給送することを特徴とする画像形成装置
。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれかに記載の画像形成装置において、前記サブタンクには大気
と開閉自在な大気弁を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれかに記載の画像形成装置において、
　前記サブタンクは、少なくとも一部に第１の可撓性部材と、前記第１の可撓性部材をサ
ブタンクの容積を拡大する方向に付勢する第１のばね部材とを有し、
　前記供給弁駆動手段は、前記第１の可撓性部材に対して接離して、前記第１の可撓性部
材を押圧することで前記供給弁を開かせる
ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の画像形成装置において、前記供給弁駆動手段は少なくとも一部に弾性
部材からなる壁面を有する密閉空間を有し、前記密閉空間が前記液体給送手段に連通して
いることを特徴とする画像形成装置。
【請求項７】
　請求項５に記載の画像形成装置において、前記供給弁駆動手段は少なくとも一部に第２
の可撓性部材からなる壁面を有する密閉空間と、前記第２の可撓性部材を前記密閉空間の
容積を縮小する方向に付勢する第２のばね部材を有し、前記密閉空間が前記液体給送手段
に連通していることを特徴とする画像形成装置。
【請求項８】
　請求項４に記載の画像形成装置において、
　前記サブタンクは、少なくとも一部に第１の可撓性部材と、前記第１の可撓性部材をサ
ブタンクの容積を拡大する方向に付勢する第１のばね部材とを有し、
　前記大気弁は、前記第１の可撓性部材に押圧されることで開く
ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項９】
　請求項４又は８に記載の画像形成装置において、前記大気弁を開閉する大気弁駆動手段
を有し、前記大気弁駆動手段は前記液体給送手段によって駆動制御されることを特徴とす
る画像形成装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の画像形成装置において、前記大気弁駆動手段は少なくとも一部に弾性



(3) JP 2010-12657 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

部材からなる壁面を有する密閉空間を有し、前記密閉空間が前記液体給送手段に連通して
いることを特徴とする画像形成装置。
【請求項１１】
　請求項９に記載の画像形成装置において、前記大気弁駆動部材は少なくとも一部に第３
の可撓性部材と、前記第３の可撓性部材を前記密閉空間の容積を縮小する方向に付勢する
第３のばね部材とを有することを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像形成装置に関し、特に液滴を吐出する記録ヘッドを備える画像形成装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　プリンタ、ファクシミリ、複写装置、プロッタ、これらの複合機等の画像形成装置とし
て、例えばインク液滴を吐出する記録ヘッドを用いた液体吐出記録方式の画像形成装置と
してインクジェット記録装置などが知られている。この液体吐出記録方式の画像形成装置
は、記録ヘッドからインク滴を、搬送される用紙に対して吐出して、画像形成（記録、印
字、印写、印刷も同義語で使用する。）を行なうものであり、記録ヘッドが主走査方向に
移動しながら液滴を吐出して画像を形成するシリアル型画像形成装置と、記録ヘッドが移
動しない状態で液滴を吐出して画像を形成するライン型ヘッドを用いるライン型画像形成
装置がある。
【０００３】
　なお、本願において、「画像形成装置」は、紙、糸、繊維、布帛、皮革、金属、プラス
チック、ガラス、木材、セラミックス等の媒体にインクを着弾させて画像形成を行う装置
（単なる液体吐出装置を含む）を意味し、また、「画像形成」とは、文字や図形等の意味
を持つ画像を媒体に対して付与することだけでなく、パターン等の意味を持たない画像を
媒体に付与すること（単に液滴を媒体に着弾させること）をも意味する。また、「インク
」とは、インクと称されるものに限らず、記録液、定着処理液、液体、ＤＮＡ試料、パタ
ーニング材料などと称されるものなど、画像形成を行うことができるすべての液体の総称
として用いる。また、「用紙」とは、材質を紙に限定するものではなく、上述したＯＨＰ
シート、布なども含み、インク滴が付着されるものの意味であり、被記録媒体、記録媒体
、記録紙、記録用紙などと称されるものを含むものの総称として用いる。
【０００４】
　記録ヘッドとして用いる液体吐出ヘッド（液滴吐出ヘッド）としては、圧電アクチュエ
ータ等により振動板を変位させ液室内の体積を変化させて圧力を高め液滴を吐出させる圧
電型ヘッドや、液室内に通電によって発熱する発熱体を設けて、発熱体の発熱により生じ
る気泡によって液室内の圧力を高め、液滴を吐出させるサーマル型ヘッドが知られている
。
【０００５】
　このような液体吐出方式の画像形成装置においては、特に画像形成スループットの向上
、すなわち画像形成速度の高速化が望まれており、本体据え置きの大容量のインクカート
リッジ（メインタンク）からチューブを介してヘッド上部のサブタンク（ヘッドタンクと
もいう。）にインクを供給する方式が行なわれている。このようなチューブを用いてイン
クを供給する方式とすることで、キャリッジ部を軽量小型化でき、構造系、駆動系も含め
て装置を大幅に小型化できる。
【０００６】
　しかしながら、印刷スループットの更なる向上のため、ヘッドのノズル数増加、ヘッド
駆動の高周波数化に伴うインク送液流量の増加や、短時間乾燥のためのインク高粘度化が
進むと、チューブ流体抵抗の圧力損失によりインク供給が不足する問題が生じる。特に、
大判の印刷媒体に記録を行う装置では、チューブ長が長くなるためより圧力損失が大きく
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なり問題は深刻である。
【０００７】
　このような問題に対しては、特許文献１に記載されているように、ヘッドのインク供給
上流側に差圧弁を設けて、サブタンク内の負圧が所定の圧力より大きい時にインクを供給
するようにすることが有効である。これにより、前述のリフィル不足の問題は解決される
。また、特許文献１にはさらにヘッド部の気泡排出性を向上するために、差圧弁を強制的
に開くことができるメカ機構を有し、チョーククリーニングを行なう技術が開示されてい
る。
【特許文献１】特許第４０３２９５３号公報
【０００８】
　その他、本願発明に関係する文献としては特許文献２、３もある。
【特許文献２】特開２００８－０２３７８９号公報
【特許文献３】特開２００８－０２３７９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上述した特許文献１に記載の技術では、差圧弁を開くために専用の駆動
源を必要とするため、インク供給システムが複雑になるという課題がある。また、インク
供給系路に混入した空気をチョーククリーニングでしか排出できないので、気泡排出性が
十分でないという課題もある。
【００１０】
　本発明は上記の課題に鑑みてなされたものであり、大流量のインク供給が要求される場
合でもリフィル不足を生じることなくサブタンク内の負圧を適正範囲に維持できる共に気
泡排出性を簡単な構成で実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するため、本発明に係る画像形成装置は、
　液滴を吐出する記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドに供給するインクを貯留するサブタンクと、
　前記サブタンクに液体を供給するメインタンクと、
　前記メインタンクから前記サブタンクに前記液体を給送する液体給送手段と、を備え、
　前記サブタンクにはこのサブタンク内の負圧が所定の値以上のときに開き、前記サブタ
ンク内への液体の供給を可能とする供給弁が設けられ、
　前記供給弁を前記サブタンク内の負圧と無関係に開かせる供給弁駆動手段を有し、
　前記供給弁駆動手段は前記液体給送手段で駆動制御される
構成とした。
【００１２】
　ここで、前記供給弁駆動手段は前記液体給送手段の給送圧力が所定の値よりも大きいと
き駆動されて前記供給弁を開かせる構成とできる。
【００１３】
　また、前記液体給送手段は、空気圧によって前記メインタンク内の液体を加圧して前記
液体を給送する構成とできる。
【００１４】
　また、前記サブタンクには大気と開閉自在な大気弁を有する構成とできる。
【００１５】
　また、前記サブタンクは、少なくとも一部に第１の可撓性部材と、前記第１の可撓性部
材をサブタンクの容積を拡大する方向に付勢する第１のばね部材とを有し、
　前記供給弁駆動手段は、前記第１の可撓性部材に対して接離して、前記第１の可撓性部
材を押圧することで前記供給弁を開かせる
構成とできる。



(5) JP 2010-12657 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

【００１６】
　この場合、前記供給弁駆動手段は少なくとも一部に弾性部材からなる壁面を有する密閉
空間を有し、前記密閉空間が前記液体給送手段に連通している構成とできる。
【００１７】
　あるいは、前記供給弁駆動手段は少なくとも一部に第２の可撓性部材からなる壁面を有
する密閉空間と、前記第２の可撓性部材を前記密閉空間の容積を縮小する方向に付勢する
第２のばね部材を有し、前記密閉空間が前記液体給送手段に連通している構成とできる。
　
【００１８】
　前記大気弁を有する構成において、
　前記サブタンクは、少なくとも一部に第１の可撓性部材と、前記第１の可撓性部材をサ
ブタンクの容積を拡大する方向に付勢する第１のばね部材とを有し、
　前記大気弁は、前記第１の可撓性部材に押圧されることで開く
構成とできる。
【００１９】
　同じく、前記大気弁を開閉する大気弁駆動手段を有し、前記大気弁駆動手段は前記液体
給送手段によって駆動制御される構成とできる。
【００２０】
　この場合、前記大気弁駆動手段は少なくとも一部に弾性部材からなる壁面を有する密閉
空間を有し、前記密閉空間が前記液体給送手段に連通している構成とできる。
【００２１】
　あるいは、前記大気弁駆動部材は少なくとも一部に第３の可撓性部材と、前記第３の可
撓性部材を前記密閉空間の容積を縮小する方向に付勢する第３のばね部材とを有する構成
とできる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明に係る画像形成装置によれば、サブタンクにはこのサブタンク内の負圧が所定の
値以上のときに開き、サブタンク内への液体の供給を可能とする供給弁が設けられ、供給
弁をサブタンク内の負圧と無関係に開かせる供給弁駆動手段を有し、供給弁駆動手段は液
体給送手段で駆動制御される構成としたので、記録ヘッドへの大流量供給が可能で適正な
負圧を安定して維持すると共に、簡単な構成でヘッドの気泡排出性を確保して、信頼性の
高い画像形成装置を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照して説明する。本発明に係る画像形成
装置としてのインクジェット記録装置の一例について図１ないし図３を参照して説明する
。なお、図１は同記録装置の概略正面説明図、図２は同じく概略平面説明図、図３は同じ
く概略側面説明図である。
　このインクジェット記録装置は、本体フレーム１に立設された左右の側板１Ｌ、１Ｒに
横架したガイド部材であるガイドロッド２と、本体フレーム１に横架される後フレーム１
Ｂに取付けられたガイドレール３とで、キャリッジ４を主走査方向（ガイドロッド長手方
向）に摺動自在に保持し、キャリッジ４を図示しない主走査モータとタイミングベルトに
よってガイドロッド２の長手方向（主走査方向）に移動走査する。
【００２４】
　このキャリッジ４には、例えば、イエロー（Ｙ）、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、ブ
ラック（Ｋ）（以下、色を区別するときには符号にＹ，Ｃ，Ｍ，Ｋのサブ符号を付してい
る。）の各色のインク滴を吐出する記録ヘッド１０を複数のインク吐出口（ノズル）を主
走査方向と交叉する方向に配列し、インク滴吐出方向を下方に向けて装着している。
【００２５】
　ここで、記録ヘッド１０は、図４に示すように発熱体基板１２と液室形成部材１３から



(6) JP 2010-12657 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

構成され、ヘッドベース部材１９に形成された流路から共通流路１７及び液室（個別流路
）１６に順次供給されるインクを液滴として吐出する。この記録ヘッド１０は、発熱体１
４の駆動によるインクの膜沸騰により吐出圧を得るサーマル方式のものであり、液室１６
内の吐出エネルギー作用部（発熱体部）へのインクの流れ方向とノズル１５の開口中心軸
とを直角となしたサイドシュータ方式の構成のものである。
【００２６】
　なお、記録ヘッドとしては、圧電素子を用いて振動板を変形させ、また、静電力で振動
板を変形させて吐出圧を得るものなど様々な方式があり、いずれの方式のものも本発明に
係る画像形成装置に適用することができるが、サーマルヘッド方式はノズル密度を高密度
化しやすいという利点がある一方で、原理上ヘッド内に気泡を発生しやすく、気泡排出の
問題が他の方式に比べて大きいことから、本発明を適用することで大きな効果が得られる
。
【００２７】
　また、サーマル方式のヘッドの中には、他にも吐出方向が異なるエッジシュータ方式が
あるが、このエッジシュータ方式においては気泡が消滅する際の衝撃により発熱体１４を
徐々に破壊する、いわゆるキャビテーション現象の問題がある。これに対し、上述したサ
イドシュータ方式においては気泡が成長し、その気泡がノズル１５に達すれば気泡が大気
に通じることになり温度低下による気泡の収縮が起こらない。そのため、記録ヘッドの寿
命が長いという長所を有する。また、発熱体１４からのエネルギーをより効率良くインク
滴の形成とその飛行の運動エネルギーへと変換でき、またインクの供給によるメニスカス
の復帰も速いという構造上の利点を有する。したがって、本インクジェット記録装置にお
いてはサイドシュータ方式の記録ヘッドを採用している。
【００２８】
　一方、キャリッジ４の下方には、記録ヘッド１０によって画像が形成される用紙２０が
主走査方向と垂直方向（副走査方向）に搬送される。図３に示すように、用紙２０は、搬
送ローラ２１と押えコロ２２で挟持されて、記録ヘッド１０による画像形成領域（印字部
）に搬送され、印写ガイド部材２３上に送られ、排紙ローラ対２４で排紙方向に送られる
。
【００２９】
　このとき、主走査方向へのキャリッジ４の走査と記録ヘッド１０からのインク吐出を画
像データに基づいて適切なタイミングで同調させ、用紙２０に１バンド分の画像を形成す
る。１バンド分の画像形成が完了した後、副走査方向に用紙２０を所定量送り、前述と同
様の記録動作を行う。これらの動作を繰り返し行い、１ページ分の画像形成を行なう。
【００３０】
　一方で記録ヘッド１０の上部には吐出するインクを一時的に貯留するためのインク室が
形成されたサブタンク（ヘッドタンク）３０が一体的に接続される。ここでいう「一体的
」とは、記録ヘッド１０とサブタンク３０がチューブ、管等で接続されることも含んでお
り、どちらも一緒にキャリッジ４に搭載されているという意味である。
【００３１】
　このサブタンク３０には、装置本体側の主走査方向の一端部側に設けられたカートリッ
ジホルダ４１に着脱自在に装着される各色のインクを収容したインクカートリッジ（メイ
ンタンク）４０からインク供給チューブ４２を介して、各色のインクが供給される。
【００３２】
　また、装置本体の主走査方向の他端部側には記録ヘッド１０の維持回復を行う維持回復
機構５１が配置されている。この維持回復機構５１は、記録ヘッド１０のノズル面をキャ
ッピングするキャップ部材５２と、キャップ部材５２内を吸引する吸引ポンプ５３と、吸
引ポンプ５３で吸引されたインクの廃液を排出する排出経路５４などを含み、排出経路５
４から排出される廃液は本体フレーム１側に配置された廃液タンク５５に排出される。
【００３３】
　次に、サブタンク３０の構成について図５ないし図７を参照して説明する。なお、図５
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はヘッドタンクの正面説明図、図６は図５のＡ－Ａ線に沿うヘッドタンクの断面説明図、
図６はその作用説明に供する断面説明図である。ここで、各図は理解を容易にするために
適宜部品の記載を省略したり、部分的な断面としたりしている。また、断面を示すハッチ
ングは省略している（以下同じ）。
【００３４】
　サブタンク３０は、図６に示すように、インク室１０１と加圧室１０２の２つの室を有
している。インク室１０１の内部には記録ヘッド１０との接続部の近傍にフィルタ１０９
が設けられ、インクをろ過して異物などを除去したインクを記録ヘッド１０に供給する構
成となっている。また、サブタンク３０の一壁面には第１の可撓性部材であるフィルム部
材１０７が設けられ、ばね１０８によってサブタンク３０の容積を拡大する方向に付勢さ
れている。これにより、フィルム部材１０７は、図６に示すように、サブタンク３０の外
側に向けて凸状に膨らんだ形態となっている。
【００３５】
　このフィルム部材１０７と近接して供給弁としての負圧連動弁１０５が設けられる。こ
の負圧連動弁１０５は、インク室１０１と加圧室１０２の連通、非連通を制御する弁で、
通常は、図６に示すように、ばね１０６の復元付勢力によって非連通状態を保っているが
、図７に示すように、インク室１０１の内部のインクが消費され、フィルム部材１０７が
インク室１０１内側に変位（変形）することにより、フィルム部材１０７で押されて開く
構造を有している。つまり、負圧連動弁１０５は、サブタンク３０の内部の負圧が所定の
値より大きい場合に開き、図７に示すように、加圧室１０２からインク室１０１へのイン
クの流入を受容する（サブタンク内への液体の供給を可能とする）本発明における供給弁
である。
【００３６】
　また、サブタンク３０の上部には、ヘッドタンク内の空気量を検知する電極ピン１０３
ａ、１０３ｂで構成される空気量検知センサ１０３が設けられている。この空気量検知セ
ンサ１０３の２つの電極ピン１０３ａ、１０３ｂは、その先端が異なる高さ位置になるよ
うに設けられて、複数の液面状態を検知することができるようになっている。
【００３７】
　また、サブタンク３０の加圧室１０２にはインク供給ポート１１０が設けられる。この
インク供給ポート１１０には図２における接続部材３１が接続され、インク供給チューブ
４２と連通している。
【００３８】
　次に、本発明の第１実施形態におけるインク供給システムについて図８ないし図１１を
も参照して説明する。なお、図８は同インク供給システムの説明に供する説明図、図９は
同じく同システムの異なる状態を説明する説明図、図１０は同システムのカートリッジホ
ルダ部分の説明図、図１１は同システムの接続部材部分の説明図である。また、各図はイ
ンク供給方式の説明図のため、理解しやすいように、部材の形状、配置などはデフォルメ
して図示している。
【００３９】
　インクが貯留されているインクカートリッジ（メインタンク）４０は、インクが収容さ
れたインク袋４０ａとインク袋４０ａを密閉状態で収容するケース部材４０ｂとからなり
、インク袋４０ａとケース部材４０ｂの間の密閉空間４０ｃには空気層が形成されている
（以下、密閉空間４０の空気層を「空気層４０ｃ」と表記して説明する。）。このインク
カートリッジ４０はカートリッジホルダ４１に装着される。
【００４０】
　このカートリッジホルダ４１のインクカートリッジ取り付け面側には、図１０に示すよ
うに、インクポート４５とエアーポート４４が設けられており、インクカートリッジ４０
が装着された状態では、図８及び図９に示すように、インクカートリッジ４０のインク袋
４０ａと液体供給チューブ（インク供給チューブ）４２が連通し、空気層４０ｃがエアー
供給チューブ７０に連通している。
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【００４１】
　エアー供給チューブ７０には接続部材６０を介して加圧ポンプ７８が接続されており、
インクカートリッジ４０内の空気層４０ｃに空気を出し入れすることでインク袋４０ａを
加圧自在としている。ここで、インク袋４０ａはインク供給チューブ４２、接続部材３１
を介してサブタンク３０の加圧室１０２に連通しているので、加圧ポンプ７８を駆動する
ことで、加圧室１０２のインクの圧力を制御することができる。
【００４２】
　このように、加圧ポンプ７８を駆動することによってインクカートリッジ４０からサブ
タンク３０側にインクを供給することができる。ここでは、加圧ポンプ７８がメインタン
ク（インクカートリッジ）４０からサブタンク３０へインクを給送する液体供給手段を構
成している。
【００４３】
　一方、サブタンク３０側には供給弁１０５をサブタンク３０内の負圧と無関係に開かせ
る供給弁駆動手段としての供給弁駆動部材１１２を、サブタンク３０のフィルム部材１０
７側に対向配置している。
【００４４】
　この供給弁駆動部材１１２は、ケーシング１１４と弾性部材である弾性膜１１５によっ
てインクを収容可能な圧力室１１６が形成され、圧力室１１６が膨張、収縮することで弾
性膜１１５がサブタンク３０のフィルム部材１０７に対して膨出、退出して、弾性膜１１
５がフィルム部材１０７に接離し、弾性膜１１５が膨出してサブタンク３０のフィルム部
材１０７を押圧することで、供給弁１０５をサブタンク３０内の負圧と無関係に開かせる
ことができる。
【００４５】
　この供給弁駆動部材１１２を液体送液手段によって駆動制御するため、サブタンク３０
側の接続部材３１には、サブタンク３０の加圧室１０２に連通するインク供給ポート３５
と供給弁駆動部材１１２に連通する弁連通ポート３６が設けられている。インク供給ポー
ト３５と弁連通ポート３６は、接続部材３１によってインク供給チューブ４２に連通する
構造となっている。
【００４６】
　そして、供給弁駆動部材１１２のケーシング１１４の上部に作動流体供給ポート１１７
が設けられ、この作動流体供給ポート１１７は連通路１２０を介して接続部材３１の弁連
通ポート３６に連通している。
【００４７】
　したがって、液体送液手段としての加圧ポンプ７８が駆動されてインクカートリッジ４
０からサブタンク３０の加圧室１０２にインクが加圧供給されることにより、給送圧力が
所定の値より大きい場合には、図９に示すように、供給弁駆動部材１１２の圧力室１１６
が膨張して弾性膜１１５が膨出し、サブタンク３０のフィルム部材１０７に当接して押圧
するので、負圧連動弁１０５をサブタンク３０のインク室１０１内の負圧と無関係に強制
的に開かせることができる。
【００４８】
　これに対し、加圧ポンプ７８でインクを加圧していない場合や加圧力が小さい場合（給
送圧力が所定の値以下の場合）は、図８に示すように、供給弁駆動部材１１２の圧力室１
１６の容積は収縮し、弾性膜１１５はフィルム部材１０７から退避しているので、負圧連
動弁１０５が閉じた状態となる。
【００４９】
　また、インク供給チューブ４２の途中には流路を開閉自在なチョーク弁９１が設けられ
ている。これにより、必要に応じてインクカートリッジ４０からサブタンク３０へのイン
クの供給を止めることができる。
【００５０】
　次に、記録ヘッド１０へのインク初期充填について、図１２ないし図１４を参照して説
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明する。
　図１２はインク初期充填前の状態を示している。サブタンク３０のインク室１０１は大
気圧であるので、ばね１０８の作用でファイル部材１０７は外方に推されており、負圧連
動弁１０５はばね１０６により閉じた状態であり、加圧室１０６とインク室１０１の間は
閉じられている。
【００５１】
　この状態で、まず、チョーク弁９１を閉じた状態とし、図１３に示すように、キャップ
５２で記録ヘッド１０のノズル面を密閉して吸引ポンプ５３を駆動する。すると、インク
室１０内に大きな負圧（例えば－１００ｋＰａ）が形成されるので、負圧連動弁１０５が
開く。それにより、サブタンク３０の加圧室１０２から空気が排出される。また、供給弁
駆動部材１１２は圧力室１１６から空気が排出されるので、弾性膜１１５が図１３に示す
ように収縮変形する。
【００５２】
　次に、加圧ポンプ７８を駆動し、インクカートリッジの４０のインク袋４０ａを加圧す
る（例えば４０ｋＰａ）。そして、チョーク弁９１を開放する。これにより、サブタンク
３０の加圧室１０２、インク室１０１、記録ヘッド１０にインクが充填され、また、供給
弁駆動部材１１２の圧力室１１６にインクが充填され、弾性膜１１５はサブタンク３０の
フィルム部材１０７側に膨出して、フィルム部材１０７を押圧するので、供給弁１０５は
供給弁駆動部材１１２によって強制的に開かれた状態（強制開放状態）が維持される。
【００５３】
　この場合、排気されている各部位（圧力室１１６、加圧室１０２、インク室１０１、記
録ヘッド１０）の容量、吸引圧などによっては一度でインクが充填されない場合もある。
そのときには、再びチョーク弁９１を閉じて吸引ポンプ５３を駆動して圧力を高めてから
チョーク弁９１を開く上述の一連の動作を複数回繰り返すことにより、所望の初期充填状
態を形成することができる。
【００５４】
　本実施形態ではインク室１０１の上部に空気量検知センサ１０３が設けられているので
、充填状態の良否を簡単に検出することができる。ここで、「充填状態が良好」とは、必
ずしもインク供給経路内の全ての空気がインクに置換されている状態を意味しているので
はない。記録ヘッド１０へのインク供給の妨げとならないレベルまで空気を排出できれば
十分である。
【００５５】
　その後、図１４に示す状態から吸引ポンプ５３と加圧ポンプ７８を停止させる。加圧ポ
ンプ７８を停止させることにより、膨張していた供給弁駆動部材１１２が収縮し、図１２
に示すような自然状態に戻る。それにより、サブタンク３０の負圧連動弁１０５を強制開
放していた供給弁駆動部材１１２の弾性膜１０７が離間して、負圧連動弁１０５の強制開
放状態が解除される。
【００５６】
　このとき、インク室１０１内部に大きな負圧が残っているうちは、負圧連動弁１０５は
開いているので、インクカートリッジ４０からインクが供給され続け、ばね１０８の作用
により徐々にインク室１０１が膨張する。そして、インク室１０１内の負圧が一定の値よ
りも小さくなると、自然に負圧連動弁１０５が閉じる。この時のインク室１０１の負圧を
例えば約－５００Ｐａとするように、ばね１０８や負圧連動弁１０５のばね１０６が設定
される。
【００５７】
　また、印字に際しては、加圧ポンプ７８を駆動してサブタンク３０の加圧室１０２の圧
力を高い状態に保持する（例えば１５ｋＰａ程度）。この時の圧力は、前述した初期充填
時の圧力よりは小さい圧力とし、負圧連動弁１０５が強制的に開かないような圧力値（例
えば１５ｋＰａ程度）とする。
【００５８】
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　これにより、印字によりインクが消費されインク室１０１が一定の負圧以上になった時
に、フィルム部材１０７で負圧連動弁１０５が押されて自動的に開き、加圧されたインク
が高速に加圧室１０２からインク室１０１に補充される。インク補充によりインク室１０
１の負圧が小さくなると、フィルム部材１０７が負圧連動弁１０５から離れてばね１０６
の復元力で自動的に負圧連動弁１０５が閉じるので、インクが過補充されてインク室１０
１内の負圧が適正範囲から外れることがない。
【００５９】
　このように、このインク供給システムでは、インクカートリッジ４０を加圧ポンプ７８
によって加圧しているので、例えば、広幅の媒体に印字する記録装置のようにインク供給
チューブ４２が長くなり、チューブの流体抵抗が大きくなっても、記録ヘッド１０へのイ
ンクのリフィル不足が起こることがない。
【００６０】
　また、負圧連動弁１０５を設けているので、ポンプ７８によってインクが過供給される
こともなく、インク室１０１内から消費された分だけインクが自動的に補充されることに
なる。また、記録ヘッド１０の共通流路１７には適正な負圧を維持するサブタンク３０（
圧力調整タンク）が接続されているので、適正な負圧のもとに安定したインク吐出を行う
ことができる。
【００６１】
　また、インクカートリッジ４０からのインクの給送圧を少なくとも２段階以上に制御可
能とし、印字時の給送圧よりも大きな給送圧でインクを加圧した時に、負圧連動弁１０５
を強制的に開く機構を備えているので、記録ヘッド１０ が吐出異常を生じた時などには
加圧による回復を行うことができる。
【００６２】
　つまり、インクジェット記録装置では印字中に何らかの原因でノズルから気泡が混入す
るなどしてノズルからインクが正常吐出しなくなることが時折生じる。これまでの小型の
インクジェット記録装置では、その異常状態からの回復のために、記録ヘッド側からイン
ク吸引して、ノズルからインクと一緒に気泡を排出するいわゆる吸引回復が一般的であっ
た。しかし、高速印字化によりヘッドが大型化した際には、ノズルを完全に密閉できるキ
ャッピングすることが困難になる。そのような場合でも、上記インク供給システムでは、
加圧アシストにより高速にリフィルを実現すると共に、負圧連動弁の作用で、オンデマン
ドでインク補充を行いながら適正な負圧を維持して、なお且つ加圧回復を行うことが可能
となる。したがって、例えば、広幅の媒体に印字する記録装置のようにインク供給チュー
ブ４２が長くなり、チューブの流体抵抗が大きくなっても、記録ヘッド１０へのインクの
リフィル不足が起こさないようにすることができるので、広幅の高速のインクジェット記
録装置には特に好適である。
【００６３】
　このように、サブタンクにはこのサブタンク内の負圧が所定の値以上のときに開き、サ
ブタンク内への液体の供給を可能とする供給弁が設けられ、供給弁をサブタンク内の負圧
と無関係に開かせる供給弁駆動手段を有し、供給弁駆動手段は液体給送手段で駆動制御さ
れる構成としているので、記録ヘッドへの大流量供給が可能で適正な負圧を安定して維持
すると共に、簡単な構成でヘッドの気泡排出性を確保して、信頼性の高い画像形成装置を
得ることができる。
【００６４】
　また、上記実施形態のように、供給弁駆動手段１１２は液体給送手段（加圧ポンプ７８
）の給送圧力が所定の値よりも大きいとき駆動されて供給弁１０５を開かせることで、簡
易なシステムで加圧回復を行うことができて、吐出信頼性が向上する。
【００６５】
　また、液体給送手段として加圧ポンプ７８を使用して空気圧でインク袋を加圧してイン
クを送液する構成とすることで、インクの供給圧制御を高速に行うことができる。また、
空気圧を直接供給弁の開閉駆動源に用いれば、応答性の良い制御を行うことができる。
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【００６６】
　また、サブタンク３０は、少なくとも一部に第１の可撓性部材（フィルム部材１０７）
と、第１の可撓性部材をサブタンクの容積を拡大する方向に付勢する第１のばね部材（ば
ね１０８）とを有し、供給弁駆動手段１１２は、第１の可撓性部材に対して接離して、可
撓性部材を押圧することで供給弁（負圧開放弁１０５）を開かせる構成とすることで、安
定した負圧を形成できると共に、加圧による供給弁の開閉を容易に行うことができる。
【００６７】
　この場合、供給弁駆動手段１１２は少なくとも一部に弾性部材（弾性膜１１５）からな
る壁面を有する密閉空間（圧力室１１６）を有し、密閉空間が液体給送手段（加圧ポンプ
７８）に連通している構成とすることで、密閉空間へのインクの出し入れにより容易に供
給弁を開閉することができる。
【００６８】
　次に、本発明の第２実施形態におけるインク供給システムについて図１５及び図１６を
も参照して説明する。なお、図１５は同供給システムの説明に供する説明図、図１６は同
じくその作用説明に供する説明図である。
　このインク供給システムは、前述した第１実施形態構成とインク送液圧の制御方式が異
なっている。つまり、前記第１実施形態のシステムではインクカートリッジ４０のインク
袋４０ａを空気圧で加圧する方式としていたが、この実施形態のシステムでは、インク袋
４０ａとチョーク弁９１をつなぐインク供給チューブ４２の中間に加圧ポンプ（送液ポン
プ）１７８を設け、加圧ポンプ１７８を駆動することでサブタンク３０にインクを送液し
て、インク供給チューブ４２のインクを加圧する構成としている。
【００６９】
　供給弁駆動部材１１２には圧力センサ１１３が設けられており、この圧力センサ１１３
の検出結果に基づいて、通常印字時は圧力室１１６の圧力を１５ｋＰａ程度とし、弾性膜
１１５によって負圧連動弁１０５が開かない状態で加圧室１０２を加圧するように加圧ポ
ンプ７８を制御する。
【００７０】
　記録ヘッド１０の初期充填時や加圧回復時には加圧ポンプ１７８で供給弁駆動部材１１
２に送液し、圧力室１１６内の圧力が４０ｋＰａとなるようにする。これにより、図１６
に示すように、圧力室１１６が膨張し、弾性膜１１５が膨出してフィルム部材１０７を介
して負圧連動弁１０５を押すことで、負圧連動弁１０５を強制的に開くことができる。な
お、本実施形態での加圧ポンプ１７８としては、チュービングポンプなど双方向に送液で
きる方式のものが好適である。
【００７１】
　本実施形態によっても先の第１実施形態と同様に、チョーク弁を用いた初期充填や、自
動的な負圧制御、加圧によるリフィルアシスト、加圧回復などの機能を達成することがで
きる。
【００７２】
　次に、本発明の第３実施形態におけるインク供給システムについて図１７をも参照して
説明する。なお、図１７は同供給システムの説明に供する説明図である。
　この実施形態におけるインク供給システムのサブタンク３０は、負圧を発生するための
主要構成であるフィルム部材１０７、ばね１０８、負圧連動弁１０５、加圧室１０２は前
記第１実施形態で説明したものと同じであるので説明を省略する。
【００７３】
　ここで、サブタンク３０は、その上部に排気部１３０が設けられ、インク室１０１と排
気部１３０との間の連通路を開閉する大気開放弁１３１が備えられ、この大気開放弁１３
１はばね１３２で閉じる方向に付勢されている。排気部１３０には、必要に応じて高発泡
樹脂や多孔質樹脂フィルム、発泡金属、金属メッシュ、多孔質セラミクスのような多孔質
体を設けても良い。大気開放弁１３１は常閉の弁で、通常は、インク室１０１は密閉状態
が保たれている。サブタンク３０に大気と開閉自在な大気弁（大気開放弁１３１）を有す
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ることで、液体供給経路内の空気を容易に排出することができる。
【００７４】
　そして、サブタンク３０の外側にはフィルム部材１０７と対向する位置に、負圧連動弁
１０５を強制的に開かせる供給弁駆動部材１１２と、大気開放弁１３１を強制的に開かせ
ることが可能な大気弁駆動部材１１９が備えられている。
【００７５】
　この供給弁駆動部材１１２は、前記第１実施形態の供給弁駆動部材１１２と同様な構成
であり、ケーシング１１４ａと弾性部材である弾性膜１１５ａによってインクを収容可能
な圧力室１１６ａが形成され、圧力室１１６ａが膨張、収縮することで弾性膜１１５ａが
サブタンク３０のフィルム部材１０７に対して膨出、退出して、弾性膜１１５ａがフィル
ム部材１０７に接離し、弾性膜１１５ａが膨出してサブタンク３０のフィルム部材１０７
を押圧することで、供給弁１０５をサブタンク３０内の負圧と無関係に開かせることがで
きる。
【００７６】
　大気弁駆動部材１１９も、前記第１実施形態の供給弁駆動部材１１２と同様な構成であ
り、ケーシング１１４ｂと弾性部材である弾性膜１１５ｂよってインクを収容可能な圧力
室１１６ｂが形成され、圧力室１１６ｂが膨張、収縮することで弾性膜１１５ｂがサブタ
ンク３０のフィルム部材１０７に対して膨出、退出して、弾性膜１１５ｂがフィルム部材
１０７に接離し、弾性膜１１５ｂが膨出してサブタンク３０のフィルム部材１０７を押圧
することで、大気開放弁１３１を開かせることができる。
【００７７】
　そして、供給弁駆動部材１１２及び大気弁駆動部材１１９の圧力室１１６ａ、１１６ｂ
は、空気チューブ１２１とカートリッジホルダ４１を介してインクカートリッジ４０の空
気層４０ｃに連通している。
【００７８】
　このインクカートリッジ４０の空気層４０ｃはエアー供給チューブ７０を介して加圧ポ
ンプ７８が接続されており、加圧ポンプ７８の駆動によって圧力室１１６ａ、１１６ｂを
膨張、収縮させることが可能な構成としている。
【００７９】
　この実施形態では、弾性膜１１５ａと弾性膜１１５ｂはどちらも伸縮性に富むシリコー
ンゴムで構成しているが、大気弁駆動部材１１９を構成する弾性膜１１５ｂの厚さを、供
給弁駆動部材１１２を構成する弾性膜１１５ａの厚さよりも厚くしている。
【００８０】
　次に、この実施形態における記録ヘッド１０へのインク初期充填について、図１８ない
し図２３をも参照して説明する。
　まず、インク初期充填前の状態では、図１８に示すように、サブタンク３０のインク室
１０１は大気圧であるので、負圧連動弁１０５はばね１０６の作用で閉じた状態である。
【００８１】
　ここで、加圧ポンプ７８を駆動し、インクカートリッジの４０のインク袋４０ａを加圧
する（例えば５０ｋＰａ）と、大気弁駆動部材１１９と供給弁駆動部材１１２に空気が送
られ、どちらの部材１１９、１１２も図１９に示すように圧力室１１６ｂ、１１６ｂが膨
張して弾性膜１１５ｂ、１１５ａが膨出する。
【００８２】
　その結果、大気弁駆動部材１１９が大気開放弁１３１を開き、供給弁駆動部材１１２が
負圧連動弁１０５を開くので、加圧されたインク袋４０ａ内のインクがインク室１０１内
の空気をサブタンク３０上部の排気部１３０から排気しながら、サブタンク３０内に送ら
れる。インク室１０１の底部にはフィルタ１０９があり、フィルタ１０９の微細メッシュ
のメニスカス保持力でフィルタ１０９をインクが通過しないので、インク室１０１内のイ
ンク水位が上昇する。
【００８３】
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　そして、図２０に示すようにインク室１０１上部の空気量検知センサ１０３がインク液
面を検知した時点で、加圧ポンプ７８の加圧力を減少させる。加圧力を適切に設定する（
例えば４０ｋＰａ）ことで、図２１に示すように、比較的厚い弾性膜１１５ｂを有し自己
収縮力が大きい大気弁駆動部材１１９のみ、大気開放弁１３１から離間させて閉弁状態と
し、比較的薄い弾性膜１１５ａを有し自己収縮力が小さい供給弁駆動部材１１２は負圧連
動弁１０５を開いた状態を維持させることができる。
【００８４】
　この状態にすることで、インク室１０１内は加圧ポンプ７８で加圧されるので、フィル
タ１０９のメニスカスを破ってインクが記録ヘッド１０に充填される。記録ヘッド１０に
インク充填された後に、加圧ポンプ７８を停止させる。すると、圧力室１１６ａ、１１６
ｂの圧力が低下するので、弾性膜１１５ａと弾性膜１１５ｂは各々の復元力によって自然
な状態に戻り、供給弁駆動部材１１２による負圧連動弁１０５の押圧は解除される。
【００８５】
　その結果、図２２に示すように、負圧連動弁１０５が閉じてインク室１０１へのインク
の流入は停止する。それと同時に、ばね１０８がインク室１０１の容積を拡大する方向に
フィルム部材１０７を押すので、インク室１０１内に負圧が形成され、印字動作ができる
状態となる。
【００８６】
　本実施形態においては、前述のインク供給システムと同様に負圧連動弁１０５と加圧ポ
ンプ７８を備えているので、印字中に加圧ポンプ７８を駆動しサブタンク３０の加圧室１
０２を適圧（例えば１５ｋＰａ）に保持することによって、黒ベタ画像を高速に印字する
など大流量のインク供給が必要な場合であってもリフィル不足を生じることなく安定に画
像形成することができる。
【００８７】
　また、印字時の加圧により、大気弁駆動部材１１９と供給弁駆動部材１１２の圧力室１
１６ｂ、１１６ａは膨張するが、図２３に示すように、大気弁駆動部材１１９、供給弁駆
動部材１１２とサブタンク３０の間隔を適切に設定することで、印字時の圧力では弁１０
５、１３１を閉じた状態で保持する。
【００８８】
　本実施形態では、インクカートリッジ４０内のインクを加圧する加圧ポンプ７８を制御
し、少なくともインクの圧力を３段階に加圧するようにしている。最も低い圧力（例えば
１５ｋＰａ）は、印字のリフィルアシスト圧であり、この圧力では大気弁駆動部材１１９
、供給弁駆動部材１１２は強制的には開放しない。次に大きい圧力（例えば４０ｋＰａ）
では、図２１に示すように、供給弁駆動部材１１２によって負圧連動弁１０５のみ強制的
に開放し、記録ヘッド１０の加圧回復を達成する。一番大きい圧力（例えば５０ｋＰａ）
では、大気弁駆動部材１１９によって大気開放弁１３１も強制的に開放するので、インク
室１０１内の空気を排気部１３０から容易に排出することができる。
【００８９】
　なお、本実施形態では、記録ヘッド１０の加圧回復を可能としているが、前述の第２実
施形態と同様に吸引回復を併用しても良い。また、本実施形態では、空気圧を直接用いて
大気弁駆動部材１１９、供給弁駆動部材１１２を制御するので、液体を用いる場合に比べ
てより応答性の良いシステムとすることができる。
【００９０】
　また、本実施形態のようにサブタンク３０は、少なくとも一部に第１の可撓性部材（フ
ィルム部材１０７）と、第１の可撓性部材をサブタンクの容積を拡大する方向に付勢する
第１のばね部材（ばね１０８）とを有し、大気弁駆動手段１１９は、第１の可撓性部材に
対して接離して、第１の可撓性部材を押圧することで大気弁（大気開放弁１３１）を開か
せる構成とすることで、一時的にインク室１０１内を大気に連通させ安定した負圧にリセ
ットすることができるとともに、加圧による大気弁の開閉により液体供給経路内の空気を
容易に排出することができる。
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【００９１】
　また、大気弁（大気開放弁１３１）を開閉する大気弁駆動手段１１９を有し、大気弁駆
動手段１１９は液体給送手段（加圧ポンプ７８）によって駆動制御されることで、記録ヘ
ッドへの送液圧のみで大気弁を開閉できるので、簡易なシステムで液体供給経路内の空気
を容易に排出することができる。
【００９２】
　また、大気弁駆動手段１１９は少なくとも一部に弾性部材（弾性膜１１５ｂ）からなる
壁面を有する密閉空間（圧力室１１６ｂ）を有し、密閉空間が液体給送手段に連通してい
る構成とすることで、密閉空間へのインクの出し入れにより容易に大気弁を開閉すること
ができる。
【００９３】
　次に、本発明の第４実施形態におけるインク供給システムについて図２４及び図２５を
参照して説明する。なお、図２４は同供給システムの説明に供する説明図、図２５は同じ
くその作用説明に供する説明図である。
　本実施形態のシステムは、前記第３実施形態のシステムと大気弁駆動部材１１９、供給
弁駆動部材１１２の構成のみ異なる。第３実施形態のシステムにおいては、厚みの異なる
弾性膜１１５ａと弾性膜１１５ｂを用いて膨張、収縮可能な圧力室１１６ａ、１１６ｂを
形成し、同じ圧力での変形量に差を持たせ、低圧条件（給送圧力が所定の値以下）では負
圧連動弁１０５のみ強制開放可能なシステムとしている。
【００９４】
　これに対し、本実施形態の供給弁駆動部材１１２では、サブタンク３０に対面する側を
第２の可撓性部材であるフィルム部材１５５で形成し、このフィルム部材１５５を圧力室
１１６ａの容積を小さくする方向に付勢する第２のばね部材である引っ張りばね１１８ａ
を設けている。同様に、大気弁駆動部材１１９では、サブタンク３０に対面する側を第３
の可撓性部材であるフィルム部材１５５で形成し、このフィルム部材１５５を圧力室１１
６ｂの容積を小さくする方向に付勢する第３のばね部材である引っ張りばね１１８ｂを設
けている。
【００９５】
　そして、大気弁駆動部材１１９の引張りばね１１８ａのばね定数を供給弁駆動部材１１
２の引っ張りばね１１８ｂのばね定数よりも大きくしている。
【００９６】
　したがって、供給弁駆動部材１１２の圧力室１１６ａ及び大気弁駆動部材１１９の圧力
室１１６ｂに対して圧力を適正に印加することにより、図２５に示すように、大気弁駆動
部材１１９よりも供給弁駆動部材１１２が大きく変形して、大気開放弁１３１は閉じたま
ま、負圧連動弁１０５を強制開放することができる。本システムでは、引っ張りばねを用
いているので大気弁駆動部材１１９、供給弁駆動部材１１２の作動圧をより自在に設定す
ることができる。
【００９７】
　このように、供給弁駆動手段１１２は少なくとも一部に第２の可撓性部材（フィルム部
材１５５）からなる壁面を有する密閉空間（圧力室１１６ａ）と、第２の可撓性部材を密
閉空間の容積を縮小する方向に付勢する第２のばね部材（ばね１１８ａ）を有し、密閉空
間が液体給送手段（加圧ポンプ７８）に連通している構成とすることで、所望の作動圧を
容易に得ることができる。
【００９８】
　また、大気弁駆動部材１１９は少なくとも一部に第３の可撓性部材（フィルム部材１５
５）と、第３の可撓性部材を密閉空間（圧力室１１６ｂ）の容積を縮小する方向に付勢す
る第３のばね部材（ばね１１８ｂ）とを有する構成とすることで、所望の作動圧を容易に
得ることができる。
【００９９】
　次に、本発明の第５実施形態におけるインク供給システムについて図２６及び図２７を
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参照して説明する。なお、図２６は同供給システムの説明に供する説明図、図２７は同じ
くその作用説明に供する説明図である。
　本実施形態のシステムは、前記第３実施形態のシステムと大気弁駆動部材１１９、供給
弁駆動部材１１２の構成及び、配置が異なっている。前記第３実施形態のシステムにおい
ては、厚みの異なる弾性膜１１５ａと弾性膜１１５ｂを用いて膨張、収縮特性を異ならせ
、低圧条件では負圧連動弁１０５のみ強制開放可能なシステムとしている。
【０１００】
　これに対し、本実施形態のシステムにおいては、弾性膜１１５は同じものとしており、
圧力室１１６ａ、１１６ｂの変形特性は同一であるが、大気弁駆動部材１１９、供給弁駆
動部材１１２とサブタンク３０の間隔を異ならせている。具体的には大気弁駆動部材１１
９を供給弁駆動部材１１２よりもサブタンク３０から離して配置している。
【０１０１】
　これにより、加圧ポンプ７８を駆動した場合の膨張量は大気弁駆動部材１１９と供給弁
駆動部材１１２で差はないが、図２７に示すように負圧連動弁１０５のみ強制開放するこ
とができる。本システムでは、大気弁駆動部材１１９、供給弁駆動部材１１２を共通部品
とすることができるので、低コストのシステムとすることができる。
【０１０２】
　以上説明したように、本発明によるインク供給システムにおいては、負圧連動弁と加圧
ポンプを利用してインクの大流量供給を実現しつつ、同一のポンプを流用する簡易な構成
で負圧連動弁を強制開放して記録ヘッドの加圧回復を可能にすることができる。また、ヘ
ッドタンクに大気開放弁を更に設ければ、前述の同一のポンプを更に流用してヘッドタン
ク内の空気を容易に排出することができる。
【０１０３】
　なお、上記各実施形態として、負圧連動弁や大気開放弁がサブタンクに備えられるもの
で説明したが、これらの弁はサブタンクに限定されるものではなく、インク供給経路の途
中のいずれの場所にも設けることができる。また、本発明はインクを吐出する画像形成装
置に限定されるものではなく、様々な液体を吐出する液滴吐出装置に適用することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０１０４】
【図１】本発明に係る画像形成装置としてのインクジェット記録装置の一例を示す概略正
面説明図である。
【図２】同じく概略平面説明図である。
【図３】同じく概略側面説明図である。
【図４】同装置の記録ヘッドの説明に供する要部拡大説明図である。
【図５】同装置のサブタンクの一例を示す正面説明図である。
【図６】図５のＡ－Ａ線に沿うヘッドタンクの断面説明図である。
【図７】同じくその作用説明に供する断面説明図である。
【図８】本発明の第１実施形態におけるインク供給システムの説明に供する説明図である
。
【図９】同じく同システムの異なる状態を説明する説明図である。
【図１０】同システムのカートリッジホルダ部分の説明図である。
【図１１】同システムの接続部材部分の説明図である。
【図１２】同じくその初期充填時の作用説明に供する説明図である。
【図１３】同じくその初期充填時の作用説明に供する説明図である。
【図１４】同じくその初期充填時の作用説明に供する説明図である。
【図１５】本発明の第２実施形態におけるインク供給システムの説明に供する説明図であ
る。
【図１６】同じくその作用説明に供する説明図である。
【図１７】本発明の第３実施形態におけるインク供給システムの説明に供する説明図であ
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【図１８】同じくその初期充填時の作用説明に供する説明図である。
【図１９】同じくその初期充填時の作用説明に供する説明図である。
【図２０】同じくその初期充填時の作用説明に供する説明図である。
【図２１】同じくその初期充填時の作用説明に供する説明図である。
【図２２】同じくその初期充填時の作用説明に供する説明図である。
【図２３】同じくその初期充填時の作用説明に供する説明図である。
【図２４】本発明の第４実施形態におけるインク供給システムの説明に供する説明図であ
る。
【図２５】同じくその作用説明に供する説明図である。
【図２６】本発明の第５実施形態におけるインク供給システムの説明に供する説明図であ
る。
【図２７】同じくその作用説明に供する説明図である。
【符号の説明】
【０１０５】
　　４…キャリッジ
　　１０…記録ヘッド
　　３０…サブタンク
　　４０…インクカートリッジ（メインタンク）
　　４２…インク供給チューブ
　　７８…加圧ポンプ
　　１０１…インク室
　　１０２…加圧室
　　１０５…負圧開放弁（供給弁）
　　１０７…フィルム部材（第１の可撓性部材）
　　１０８…ばね（第１のばね部材）
　　１１２…供給弁駆動部材（手段）
　　１１５、１１５ａ、１１５ｂ…弾性膜（弾性部材）
　　１１６、１１６ａ、１１６ｂ…圧力室
　　１５５…フィルム部材（第２、第３の可撓性部材）
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